令和２年７月吉日


全知長　令和２年度出版計画について

全国より19校からの回答を受け、アンケートを集計しました。「進路指導の充実」「就労に向けたカリキュラム」「関係機関と連携した切れ目のない支援」「自己選択・自己決定による進路選択」などのご意見が多く寄せられました。それらを基に、さらに検討し、下記のとおり出版を計画しました。
記
　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　タイトル
　　　知的障害教育におけるキャリアデザイン
‐１２年間を考えた指導の系統性－（仮称）

２　発刊の趣旨
平成21年３月に特別支援学校学習指導要領及びその解説が公示され、特別支援学校高等部学習指導要領総則に「キャリア教育」の推進が位置付けられてから、15年が経過する。この間、全知長では平成21年度「特別支援教育のためのキャリア教育の手引き」「キャリアトレーニング事例集Ⅲ（接客サービス編）」、平成22年度「キャリア教育トレーニング事例集Ⅳ（福祉サービス編）」、平成28年度「『日常生活の指導』の実践（キャリア発達の視点から）」を出版してきた。
また、全国特別支援学校知的障害教育校長会の実態調査では、キャリア教育を学校の課題として挙げている学校は、平成21年度では30校程度であったが、平成24年度には約150校がキャリア教育を学校課題として挙げていた。令和元年度では、「キャリア教育の視点での授業づくり」を「知的障害教育をめぐる課題」の「学校経営として推進していること」として挙げている学校は576校に上っている。
このように、キャリア教育への注目度が高まり、15年を経過する中において、各学校では、特色ある取り組みを展開しているが、同時に課題として捉え活路を見出そうと努力していることが分かる。
児童生徒が12年間の学校生活において、将来どのようなキャリアを歩みたいのか、具体的な卒業後の生活をイメージしてキャリアを描くためにはどのような授業を実践すれば良いのかを考えるために、令和２年度の出版計画を企画した。

３　構成（案）
はじめに
　　　全国特別支援学校知的障害教育校長会長　
監修者　　菊地　一文　（弘前大学大学院教育学研究科教授）
第Ⅰ部　理論編
第１章　特別支援学校におけるキャリア教育の進展
第２章　キャリアデザインの視点による学びの効果の最大化を図るカリキュラムマネジメント
第３章　キャリアデザインの視点に基づく学級経営の在り方
第４章　障害特性とキャリアデザイン


第Ⅱ部　実践編
第１章　小学部・特別支援学級における実践事例　
第２章　中学部・特別支援学級・通級による指導における実践事例
第３章　高等部・高等学校の通級による指導における実践事例　（各６事例程度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　監修・編集委員一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　執筆者一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


４　出版社　　　ジアース教育新社

５　今後の予定
[bookmark: _GoBack]　　 ７月　　　　執筆者募集（アンケート形式で募集）
　　10月上旬　　執筆者の決定、執筆依頼
令和３年
　　２月下旬　　執筆者からの原稿締切　　校正等（２回程度）
　　５月　　　　完成、出版（予定）
